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禽1-3月号と特集が続いたので,今月号は依頼稿を

中心にした通常号としました.ご寄稿頂いた周藤

･石田･松田･井本･岡田の各氏にお礼申L上げ

ます.36-65頁は2-3月号に予定されていたもので

すが,特集とのかねあいで,六号に掲載となりまし

た.また,真数の都合で今月はr学会掲示板｣を割

愛しました.

奪2-3月号の表紙については筆者が関係したので,

ここで補足しておきましょう.これらは,昨年の

IGCの折りに寄稿をお願いしたものです.2月号の

牛木氏の写真はポスタｰセッションで,3月号のジ

ム}ディック氏(カナダ地質調査所バンクｰバｰ

支所前所長)の写真は筆者と同じ講演会場での発表

にそれぞれ使われたもので,さっそく寄稿をお願い

しました1ロディック氏は,花開岩類の研究で著名

流だけでなく,親日家としても知られている方で

す.貴重な写真を頂いたお二人にお礼申し上げま

す.表紙の写真は,いろいろな方々のご協力を得て,

1年分ほど確保できました.

禽3月号のIGC特集は,全体の構成を組織委員会

にお任喧し,特例として本座事務局長に編集して頂

きました.筆者のったない写真が彼を苦しめたよう

です.多忙ななか編集の労を取られた本座氏に,編

集委員会としてお礼申し上げます.

禽1月号のこの欄で佐藤委員長が少しふれています

が,昨年春の世界地質調査所会議(1992年11月号

8-13頁参照)をきっかけに,当所の情報提供はいか

にあるべきかという課題が所長諮問として出され,

2月からこれに応える議論が始まりました.本誌だ

けでなく所外に対する窓口の役割を果たす部門間の

連係を密にする事がねらいのひとつですが,議論だ

けに終わる事なく,官庁組織に有りがちな閉鎖性が

少しでも取り除かれるといった具体的な成果を期待

したいと思います.

禽こうした議論の中でよく使われる“パブリックサ

ｰビス"という言葉がカタカナで表現されるところ

に,この面での後進性が現れているわげで,きちん

とした日本語が定着しない限りr文化｣としても定

着Lた事にはならないのでしょう.カタカナの使用

はともすると無原則になりがちですが,最近しばし

ば使われるオｰプンディスカッションなどという用

語にいたっては,これはいったいどこの国の事なの

かと,思わず苦笑してしまうのは筆者だけではない

でしょう.

禽これまで一緒にやってきた“戦友"とも言うべき

事務局の山口秀樹氏が,4月1目工業技術院九州工

業技術試験所へ転勤になりました.彼を失うのは我

々としては大変残念ですが,新しい職場での活躍を

期待します.年度が改まった機会に,編集委員会の

構成も変わります.変更結果は次号に掲載する予定

です.

副委員長佐藤興平記
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